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以下敬称略 

 

（牧） 

 私、自治行政

当の方におりま

体の情報化に取

ります。以前の

情報通信政策局

ゆる地域イント

整備、光ファイ

やっていたので

自治体の業務シ

革をやらせてい

ります。自治体

は、昔はどちらか

コンピュータに

というのがメイ

システムに影響

ていまして、情

表裏一体でやら

か効率的なシス

ステムの改革に

務・システムの

岡県の北九州市

いうことで、3団

なりました。 

全国的な動き

うど新しいオー

のであれば、業

ングも合いまし

 

①基本方針の提示 市長インタビュー 

市長インタビュー 

9月 5日(月) 13:00～14:00 

役所 

自治行政局自治政策課 牧慎太郎企画官 

局の情報担

して、自治

り組んでお

部署である

では、いわ

ラネットの

バの整備を

すが、今は

ステムの改

ただいてお

のシステム

というと、

計算させる

ンだったのですが、だんだん時代が変わってきまして、仕事のあり方自体、

を与えるようになってきました。業務とシステムは表裏一体だと私は思っ

報システムを良くしていくというのと、業務自体を見直すというのとは、

なければ、計算機だけ高度化させても、業務の流れが昔のままだとなかな

テムが構築できない。全国的にモデル的に業務の刷新につながるようなシ

取り組んでいこうということで、全国いろいろ問い合わせしたところ、業

改革に踏み込んで、いろいろ検討していくために、川口市、それから、福

、岩手県の水沢市、政令市と、50 万規模の都市、もう少し小さいところと

体、非常に熱心にやっていただけそうな感じのところにお願いすることに

でもあるんですが、川口市も今、メインフレーム、大型の汎用機からちょ

プン型のシステムに対応されるということで、せっかくシステムを見直す

務改革に踏み込んで、効率的なシステムをと。ちょうどそういったタイミ

てです。 

- 1 - 



 

（岡村） 

 そうじゃないと意味がないですよね。単なる電子化だけではですね。 

 

（牧） 

 そのあたりで、全国のモデル団体のひとつに、しかもですね、大きな政令市の北九州市、

比較すると小規模な水沢市とあるのですけれども、先行して川口市で、実際に、システム、

業務の詳しい内容について共有させていただいて、情報システム屋さんが考えるんじゃな

くて、実際仕事をされている職員の方に実際の業務の流れをヒアリングした上で、システ

ム構築に反映する方式を取ろうと思っております。今まではどちらかというと、大手の IT

ベンダさんが自分たちで「こうだろう。」と思ったシステムを自治体に入れていたと思いま

すが。 

 

（岡村） 

 どこかの自治体で 1 円で落札したって、そういうニュースがありましたけど、そのとき

は、1 円でもね、あとから「このシステム入れましょ、あのシステム入れましょ。」って、

どんどんそれでお金を、逆に 1 円のと

きの差額分というか差損分をみんな上

乗せされてしまって、結局その自治体

が、いいようにされてしまう。 

住民本意の行政というか、住民の満

足度をどういうふうに上げるかってい

うことをやっぱり基本に考えないとい

けない時期になりました。それは単に

いわゆるコンサルだとか IT企業だとか

に丸投げして、「ウチは電子自治体やっ

ていますよ。」というのでは、正直、本

来の住民サービスにはつながりません。 

 

（牧） 

 まさに我々、市長さんの思いと一緒でして、今までのコンピュータ業界は、囲込み掛け

算商法というのをやっていたのですね。独自の規格で囲い込んで、同じプログラムを複数

の自治体にたくさん売り込んで、他の業者が入れないようにブラックボックスにしてしま

う。結局 1 円入札でも、ライフサイクルコストと申しますか、トータル的に儲かるから 1

円で(札を)入れるわけですよ。 
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（岡村） 

 そういうことです。 

 

（牧） 

 この囲込みにあってしまうと結局ベンダ頼みになってしまって、自治体職員ではわから

なくなってしまうのですよ、システムのことが。ここを今回、業務・システム一体で見直

しをかけようと思っているのです。業務の流れとかデータ、例えば住民の氏名や住所とい

ったデータをどのように持つか、これをベンダ任せにせずに、自治体職員がきちんと認識

できる形に整理して、できればオープン化して、場合によっては、業者どうしで競争させ

て、導入している業者があまり高い価格をつけたら、入れ替えられる、という形を作って

いきたいわけです。 

 

（岡村） 

 それには、職員の資質が当然要求されるわけですよね。だから、そういう IT業者の営業

マンと丁々発止やれる、その能力、資質があるかどうか、そういう職員の資質を向上させ

ていくっていう我々の努力は、当然必要ですね。で、やれなければ、どんどんいいように

説得されて、「ああ、そういうもんか。」ということになりますから。それはすごく大事な

ことですし、それからひとつ大事なことは、やっぱり住民サービスの向上っていうのが、

第 1 の目標ですから、市民のみなさんが何を求めているのかっていう、そしてどういうこ

とをやれば、市民の皆さんが喜んでくれるのか、それをどうやってこちらが把握するか。

そのためにはやっぱり市民の皆さんの思い、声というものを、きちんと我々行政職員が、

把握する必要がある。それが極めて大切なことで、それをどうやって、反映させていくか

っていうことが一番大事なことなんじゃないですかね。 

 

（牧） 

 まさに市長さんがおっしゃったとおりで、我々電子自治体という言い方をしているんで

すが、それが今までの単なる業務電子

化と違うのは、今までは「住民サービ

スは窓口でやりました。そして、役所

の中で機械を動かしていました。」とい

うことだったんですが、今は、インタ

ーネットを使って、24時間 365日受付

をしたり、公共施設を予約したりする

ことができるようになったりと、そう

すると自治体のシステム自体が、中で

閉じずに、住民の方々に直接、いろん
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なニーズに応じてサービスを提供していくということになりますので、『システムの使い勝

手が悪い』イコール『住民サービスが悪い』ということになります。以前に比べて、業務

とシステムが住民サービスに直結する部分にまでつながっていく。まさに自治体のサービ

スが 24時間 365日インターネットの世界で提供されるようになっていくんですよね。 

 

（岡村） 

 基本的なことですが、市の職員によく言うんですけど、我々自治体行政最大の責務は何

か、と。それは、市民の皆さんの貴重な税金をお預かりして、それをいかに無駄なく有効

に市民の皆さんにお返しする、喜ばれるようにお返しする、これに尽きると思っているん

ですよ。だから僕は、市長就任以来ですね、とにかく職員の意識改革、簡単に言えば、親

方日の丸あるいは官尊民卑、それから前例踏襲主義といいますか、そういったものをいか

に改善していくか。しかし、これは体質ですから、なかなか治らないんですよ。だから体

質を変える。悪意でやっているんだったら、それは改めればいいだけですけど、体質だか

ら、難しいんですね。だから僕が何年か前に、自分も市の職員やっていましたから、自分

の反省も込めてなんですが、例えば、市民や団体が、市にお金や物を寄付してくれる、当

然そのときに書類が必要じゃないですか。もらいっぱなしじゃいけないし。そのときの書

類が、牧さんご存知かどうかわかりませんが、『寄付採納願い』っていう書類を付けてもら

って、お金やものを受け付けるわけですよ。だから、そういうのも前例踏襲で体質になっ

ちゃっていますから、わからないんですよ。それが当たり前になっちゃっている。ところ

が市民の側からすれば、お金や物を市に寄付するのになぜ願いなんだ、なぜ許可をもらわ

なきゃやれないんだっていう。だからそれも、役所のこちら側に立ってものを考えている

から、また、今までやって来たことだから、そういう発想しか生まれてこない。例えば、

建築指導課とか開発指導課とか。これ、指導するんじゃないでしょ、と。法令に適合して

いるか審査するんでしょ、と。だから建築審査課と開発審査課に変更したんです。だから

名前ひとつとってもそうなんですね。僕、よく言うことなんですが、以前は、市民からの

相談ごとや何か依頼事項があって、それはこういう法律があるからできません、ああいう

条例があるからできません、できない理由をとうとうと述べて、気持ちよく帰ってもらう

のが、優秀な職員と言われていたかどうかわからないけれども、そういうことがあったん

ですね。で、これも役所のこちら側にいるから、今言ったように、余計な仕事は増やした

くない。ところが市民の皆さんは、何もできない理由を聞きに来ているんじゃないんです

よ。どうやってできるかっていうことを聞きに来ているんですよ。だから 10できなければ、

こうやれば 7 までできますよ、こうやれば 5 までできますよ、と。どうやってできるかを

考えなさいと。法令やいろんな条例、裁量の範囲もあるし、解釈の仕方もあるわけだから。

ということはやっぱり、市民の側に立って、ものを考えれば、そういう発想が沸いてくる

と。そういうことなんだろうと思うんですよ。そこの意識の持ち方っていうのをやっぱり

考えていかなければならない。だから、こういう電子化するのもひとつは、行政サービス
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を向上させると。僕は市民満足度、顧客満足度、そういうふうに言っていますが、それと

併せて、こういう貴重な税金をいかに、厳しい財政状況の中だから、行政の仕事の効率化

っていいますか、そういうことで、経費をいかに無駄なく、あるいは無駄を省いていくか、

そういったことも電子市役所化って中には、大きな意味が含まれているだろうと。 

 

（牧） 

 我々もまさに市長さんおっしゃったように、今までずっと疑いなくやってきたことへの

意識改革もあるんですが、もうひとつ、法律制度については財務会計制度なんていうのも

結構時代遅れになっているところがありまして、例えば、会計処理のデータは、昔は金庫

にお金があって、それと帳簿上のお金の動きを合わせればよかったのですが、今は電子的

にやっていますから、金庫のお金が銀行の電算システムの中の数字になっているんですね。

このあたり、時代が変わっているんですから、いろんな規則だとか縛りもですね、見直し

ていく必要があると。そういう時の見直しの切り口としては、やっぱり、業務プロセスを

きちんと分析して、業務とシステムをいっぺんに改革していく、刷新していくということ

です。そのためには、現場の自治体に入ってですね、我々も勉強させていただく必要があ

るだろうと、こういうことで今回、3自治体で、実際の現場に入って、つぶさに業務分析し

て、できれば、川口市の取組みはすごいですから、これを川口市にとどまらせることなく、

全国の自治体に業務プロセスの見直しを波及させていくと。ひとつの自治体でベンダとや

り合うとなると、これはなかなかベンダが強いですから、自治体職員が横に情報を共有し

て、業務を刷新していくような流れを、ぜひ今回の 3 つの自治体のモデル的な事業をきっ

かけとして進めさせていただきたいと思っているわけです。 

 

（岡村） 

 そういうね、モデルに選ばれたということは大変光栄ですよね。そういう意識っていう

のがどんどん他の自治体にも、我々だって、いろいろな自治体から刺激を受けたり、影響

を受けたりして、そういうことをやっているんですけれども、やっぱり広がっていくこと

が大事ですし、総務省でも、いわゆる共同アウトソーシングですか、ひとつの自治体で、

電子化して、それを維持していく、セキュリティもきちんとしていかなければならない、

これは大変なことですよね。それが県内の自治体がまとまって、例えば住民票を出すなん

ていうのは、まったく同じシステムなんでしょうし、入札関係も今、全部電子入札だなん

て言っていますけれども、そういうものが共同してできるようになれば、そういう企業な

んかにも対抗できるでしょうし、小さな市町村などは、逆に高い行政サービスを提供でき

るということにもなるでしょう。それから、1 自治体で維持管理していく経費を考えれば、

多くの自治体で、一緒にやっていくってことが、経費の節約にもつながるでしょうしね。

そういったことを大いに提唱していただければ、我々もありがたいな、というふうに思い

ます。もう、現に進んではいますけどね。 
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（牧） 

 今、市長さんが言われた共同アウトソーシングを、我々今、進めているんですけれども、

そのキーワードも業務の標準化なんです。仕事のやり方がバラバラのまま、一緒にシステ

ム動かしてもプログラムがそれぞれ違っていたんでは、コストが高止まりします。業務を

標準化して、共同化する。例えば、A、B、C とあったときに、一番業務をすっきりやって

いるところ、このやり方にこの際できるだけ合わせると。やっぱり業務のやり方を複数の

自治体で突き合わせて標準化しないと、バラバラのままデータセンターがひとつだけ、と

いうのでは、コスト削減効果が限られてしまいます。 

 

（岡村） 

 バラバラじゃ、共通のソフトも使えませんしね。 

 

（牧） 

 ええ。データセンターはひとつだけになってしまいますから。そのときの標準化を図る

お手本作りをまず我々で取り組みたいと。もうひとつ申し上げると、電算室ですとか情報

政策担当の人たちだけでやるのではなくて、トップダウンで業務改革やるんだ、と。そう

いう市長さんの思いがあるところで実施しないと、現場からすると、共同化したんで、パ

ソコンの画面の使い方が変わったが、前の方が使い勝手がよかった、という人が出てくる

かもしれません。職員からすると今までどおり使えなくなるわけですから。 

 

（岡村） 

 それも前例踏襲の意識ですよね。だからやっぱり、いいものはどんどん採用していくっ

ていう。よくアメリカあたりでも、サンセット方式、「昇った日は必ず沈む。」と言うみた

いなんですが、どんないい考えやどんないい仕組みだって、いずれその役割を終えるとき

がくると。それは、10 年でくるかもしれないし、50 年でくるかもしれない。あるいは、1

日でくるかもしれない。それをやっぱり怖がらずに、どんどんやっぱり採用していく。戦

後 60年の今のまさに構造改革で、戦後の復興・繁栄を支えてきたいろんな仕組みが現実の

姿に合わなくなっている。それをいかに変えていくか。なかなか抵抗もあって変えられな

い部分もありますけれども。やっぱりそういうことなんじゃないかと思うんですよね。さ

っきのどうやったらできるか、っていうことも、こういう法律があるからできない、ああ

いう条例があるからできない。じゃ、どうやって変えたらできるんだっていう、まさに今

の財務会計のシステムと同じだと思うんですよ。どうやって変えたら、それができるんだ、

と。それが一部、ここ 2、3年取り入れられている特区構想ですかね。川口市なんかも二十

数件出して、何件か認められてはいますけれども。そういうことにつながっていくし、地

方がそれだけ、自らの創意工夫、問題意識を持って、どんどん地方の側から国に対して、
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問題提起といいますか、提言をしていくことによって、国の優秀な牧さんをはじめとする

官僚の人たちの「地方に財源・権限を下ろしたら、地方はどう暴走するかわからない、や

っぱり地方は俺たちがきちんと指導していかなければいけないんだ。」という考えも、たぶ

ん変わってきて、地方分権も進んでいくだろうと。私はこう思うわけですよ。 

 

（牧） 

 私は、逆に半分以上が地方公務員でしたから。今まで私は、4自治体に出ておりますし。 

 

（岡村） 

 そういった意味では、官僚の皆さんの中には、地方の実情を分かっていただいている方

もおられますが、それはありがたいことだと。だから、地方の首長のこういう思いってい

うのは、よく理解はしていただいているじゃないかと思いますけどね。それでもやっぱり

国に任しておいた方がやりやすい、っていう首長さんもたぶんいると思いますけどね。 

 

（牧） 

 でも、それでは面白くないじゃないですか。これからの時代は変わってくると思います

ね。 

 

（岡村） 

 私は、職員の意識改革の中でも言っているんですけど、私が市長になって、ああしろこ

うしろと、職員にも時には強くあたって、言ってきましたよ。で、そこそこの成果は上が

ってきたかなと思うんですが、例えば、新聞記者が各課へ取材に行ったときに、記者が来

ると、何か悪いことを書かれるんじゃないかと、みんな構えちゃって、情報を出さない。

これは、とんでもない話だと。どんどん出しなさいと。僕は、職員に「ようこそ・スピー

ド・営業マン」ってこともよく言っているんですけれども、記者だって記事書きたいんだ

から、それはどんどん出してやれと。だから、この情報は記者に流しているか、と聞くと、

以前は 10回聞くと 1回か 2回しか流してます、って返事がなかったんですよ。そのたびに

カミナリ落として、どんどん流せと。今はもう、聞かなくてもいい状態になりましたよ。

そういう風にどんどん変わってきました。それは市長が怒ってやってきましたけど、一期

目終わって二期目に入って、やっぱり職員だって、いっぱしの大人だし、上からああしろ

こうしろって言われてやるよりは、やっぱり自分の創意工夫、問題意識あるいはよく気づ

きって言いますけど、そういった方から自発的に職員が、やるようになってこそ、大きな

効果が挙がるんだろうと、それが組織をまわす大きな力になってくるんだろうと、いうふ

うに私もあるとき、別に神の啓示を受けたわけではないんですけど、そういうふうに思い

ましてね、それ以来、ずいぶん怒らなくなったと、思ってはいるんですけどね。だから皆

さんの創意工夫、問題意識、まさに気づきっていうのを大事にしてやろうじゃないかと。
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そこをなんとかシステマチックに研修にも乗せたいと思って、まだまだどこまで成果が挙

がるかわかりませんけれども、そういったこともはじめたんですよ。 

 

（牧） 

 市長さんがおっしゃられるように、これから自治体の時代になってきますから、おそら

く国の霞が関の役人も何でもかんでも箸の上げ下ろしまでも、とは思ってはいないと思う

んです。ただ、現実問題として、がんばっている自治体と今までどおりの自治体との差が

広がってくるということはあるかもしれません。これまでは、国が決めたことをやってい

ればいいという時代でしたから、これは差の出ようがなかった。今後は逆に自治体の創意

工夫で、いろんな差が出てくると。逆に我々が思っているのは、がんばっているところを

応援して、全国に広めるというのが、国の仕事になってくるのかなと。がんばっている自

治体をサポートして、そのいい事例を他の自治体さんに広めたいと。国があえて全部あれ

これやりなさい、というのではなくて、こんなにがんばっている事例があるんだから、見

習って勉強してきたらどうだろう、と。モデル自治体で、業務・システムを解析した上で、

自治体同士で情報共有を図れるような、そんな仕組み作りをさせていただきたいと考えて

おります。そういう意味で一番先頭を走っていただくのは、大変だとは思うんですけど。 

 

（岡村） 

 いやいや、ちっとも先頭なんて走っていませんけど。ただ、やっぱり市民の皆さんにね、

やっぱり私はこの街に住んでよかった、と思われる街を作りたいと。それしかないわけで

すよ。だから、市民の皆さんが、なかなか使いやすく分かりやすくやりやすいと。とにか

く 24時間 365日、電子申請もできれば、意見も言える。それをネットを通じて、いわゆる

市民参画できるようなものをどうやっていけば喜ばれるのか。そういったことを考えてい

くことが、自然とひとつの取組みとして評価されることに、結果的になるのかなと。 

 

（牧） 

 今、市長さんが言われた、住民の方々の意見を取り入れるのも、場合によってはインタ

ーネットを使ってという話になろうかと思います。実はシステムの話だけでなくてですね、

電子自治体の目指すのは、一つは業務改革、もう一つが住民サービスの向上なんですけれ

ども、自治体のあり方自体の変革です。単に 4 年に 1 回の選挙の時だけでなくて、もう少

し住民の方々にいろいろインターネットを通じて、情報提供して、あるいは、インターネ

ットを通じて、住民の方々の意見をより行政に反映させるようなことができないかな、と

いう検討もしております。インターネットを使って住民からいろいろな意見を取り入れて

いく、このあたりについては、市長さんどのようにお考えでしょうか。 

 

（岡村） 
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 私は、8年前の選挙を終えて、初登庁の日の記者会見で、普通は大体が通り一遍の自分の

抱負とかそういうことなんですが、選挙中から職員の意識改革っていうことを言ってまし

たんで、何かショッキングなことをやってやろうと。僭越なのですが、言ってやろうと。

そのときに 2 つのことを言ったんです。一つは、東京事務所、当時は東京事務所っていう

のがありましてね、こんな近いところで、しかもこれからは、いわゆる情報の時代ですか

ら、何も足を運ばなくてもいいだろうと。IＣT とはまさに距離・時間を縮めるっていうの

が、最大のメリットですから、東京事務所は廃止します、ということを。もう一つは、当

時 ITの”あ”の字もありませんでしたが、秘書課には FAXがあったんですね。これは他の団

体とのやり取りなどで使っていたんですが、この秘書課の FAXを市民の皆さんに一般開放

しましょうと。255-6250は、いまだに覚えてますけど。それを市長が、当時人口約 46万で

すけれども市民の皆さんと直接会うことは物理的に不可能だけれども、少なくとも市民か

ら市長にものが言えるというその手段だけは、確保するのが市長の役目だと思って、秘書

課の FAXを記者の皆さんに言って、一般開放したんですよ。まあ、たくさんの意見がきま

したよ。蚊がいてしょうがな

ど。少なくとも市長に直接も

のが言えるということです

ね、そういったことが今、IT

の普及によって、さらにそれ

がやりやすくなってきたと

いうことだと思うんですけ

どね。ただ、この 2つのこと

をやって、古参の部長からは、

自分たちに相談しないでな

ぜこんなことを決めるんだ

とか、そんな市民の声を聞く

とかかっこいいこというけ

ど、なまじそんなことやったら、面倒くさくてしょうがないとか、そういうような意見が

ありましたけど。ま、あなたのような人を反面教師としてやります、って言ったんですよ。

私はだから、とにかく初登庁のその日からそういうことを始めて、やっぱり市民の皆さん

の意見を聞くっていうのをもっとも基本的なものとしてきました。それから徐々にいろん

なことがありましたけど、やっぱり市民のみなさんのいろいろな欲求の中で、自分の余暇

の時間を利用して、社会的に有意義な活動に参加したいっていう、社会貢献要求です。要

はボランティアですけど、それを日本一のボランティアの街にしようということで、やり

始めまして。始めた頃は、リリアっていう、川口駅西口の建物にボランティアサポートス

テーションというのを開設しましてね、誰でもいつでもふらっとちょこっと、気兼ねなく

立ち寄れるようにして、ボランティアの情報を発信するとか、そこで参加するきっかけに

いとか、盆踊りの音がうるさいとか、いろいろありましたけ
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するとかを、やってきました。そういったボランティアを一生懸命やっている人っていう

のは、やっぱり行政のことをすごく良く考えてくれています。だから、市民満足度、顧客

満足度というのは、ひとつには、行政からいかにいいサービスを受けるかということ、こ

の満足度ですね。それからやっぱりそれだけではなくて、自分がいかにそこに参画をする

か、主体的に参画しているか、そういう満足度、私は、この 2 つがあると思っているんで

すよ。だから、市民参画っていうのは、前からずいぶん言われてきているんですけど、本

当に今、こういった成熟した社会になってみて、景気はあまり良くないけれども、豊かに

なって、そのときに本当に市民の皆さんが、自らの街を自らどういうふうに考えて、そこ

に参画していったらいいのか、ただ単に受動的に市民サービス、行政サービスを受けるだ

け、そういう思いが非常に今高まっていると思うんですね。 

 

（牧） 

で、東大名誉教授の石井威望(いしいたけもち)先生を座長に研究会をしておりまし

岡村） 

ですね。そういうところに ICT が機能すれば非常にいいんじゃないかと思いま

牧） 

どですね。昔、自治会や町内会は、住んでいる場所でコミュニティが限定されて

 私ども

て、そこでも、今までは公のことはすべて行政がやるという仕切りだったけれど、ただ行

政がそこまでやるという時代でもないから、できれば地域のボランティアだとか NPOだと

かコミュニティに公の部分を担っていただくような動きが必要だろうと。そのときに、イ

ンターネットだとか ICT 関係のツールが、地域のコミュニティを元気にするのに何か使え

ないかな、ということで研究しています。 

 

（

 なるほど

すよ。そういう人は、そういうパソコンなどの操作もよくできますし、例えば、地域コミ

ュニティ、川口市は町会なんていうのがかなり盛んなんですよ。そういう地域コミュニテ

ィっていうのと逆にこういう時代で川口もマンションなんかが多くなってきていますから、

地域の人と無理やり関わるのではなくて、例えば環境問題とかのテーマによって問題意識

を持って、コミュニティを作りたい、仲間を作りたいと。私はそういうのをテーマコミュ

ニティって呼んでいるんですけど。そういうものこそ、いわゆるネットを使って、仲間を

呼びかけるとか、問題提起をするとか。そういったことが盛んに今行われるようになって

きました。そういったことも大きなきっかけですよね。だから、地域コミュニティとかテ

ーマコミュニティとかがうまくかみ合って、川口のコミュニティっていうのがどんどん活

性化してくれば、ありがたいなと思っているんですけどね。 

 

（

 なるほ

いましたけど、今は、もう少し広がりをもったエリアの中で、子育てだとか安全安心だと

か、さまざまな関心事項でいろんな集まりができつつあるかもしれないですね。 
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（岡村） 

隣近所の関係がうっとうしい、っていう人もいるんですよ。でもそれでは、防

牧） 

はボランティア活動が盛んだという話は良く聞くんですけど、これは昔からのも

岡村） 

ういうと手前味噌になってしまうんですけど、行政としてボランティア活動を

牧） 

本では全国的に、コミュニティが弱くなっているんですけどね。川口市は、昔か

 確かに、

災防犯のとき困ると言っているんですけどね。ただ、どうも地域の交わりは苦手だけれど

も、例えば環境問題にはすごく興味があるとか。川口市なんかもエコライフデーっていう

のを年 1 回やっているんですよ。これも全国に先駆けて、ボランティアの人たちがやって

くれたものですけれども、これなんか、若い 40代、50代の主婦ですよ、引っぱっているの

が。で、小学校、中学校、高校に呼びかけて、その日は、電気をきちんと消すとか、車を

運転しないとか、それで CO2 をどれくらい削減したとかって出しているんですよ。そうい

う人たちも一生懸命やってくれるんです。私もその日は、車の運転するのをやめて、家か

ら役所まで自転車で 45分かけて来るんですよ。 

 

（

 川口市

のですか。市長になられてから盛り上がってきたものなんですか。 

 

（

 いや、そ

取り上げたっていうのは、私からですし、行政の中にボランティア係を置いたっていうの

は、県外はわかりませんが、県内では川口市が初めてです。やっぱりそういう皮膚感覚で

市民の欲求の高まりっていうのをなんとなく感じていたんですよ。アンケートをしたとこ

ろ、8割の皆さんがボランティア活動には関心があると。しかしどこへ行ったらそういう情

報があるのか、どこへ行ったらそういう活動に参加できるのか、これがぜんぜん分からな

いと。だから 8割のうち、実際にボランティア活動に参加しているのは、1割程度だったん

です。だったら、そのコーディネータ役といいますか、そこの橋渡し役は、やはり行政の

役割だな、と。そのような感じで、私は就任して 9年ですけど、平成 10年の 4月の組織改

正でボランティア係っていうのを作りまして。堀田力さんと対談したりしてですね、そう

こうしているうちに、「役所の中じゃどうも敷居が高いから、どこかに気軽に入れるような

サロン的なところはないだろうか。」という要求があったものですから、早速平成 12 年に

川口駅西口のリリアの 2階に開設をしましてね。あの当時、80団体 10,000人くらいだった

登録が、230団体 30,000人くらいに増えまして。NPOも当時ひと桁だったのが、60くらい

になっているんじゃないですかね。 

 

（

 今、日

らの都市でもあり、駅前を見るとどんどん新しくなってきていますし、昔から住んでおら

 - 11 - 



れる方、新しくマンションなりを買って入ってこられる方、このあたりは、どういった感

じなんでしょうか。コミュニティ形成とかボランティアグループという観点からお聞かせ

ください。 

 

（岡村） 

人たちは、地域コミュニティがだいたい中心なんですよね。それが 193 かな、

牧） 

日本 21世紀ビジョンという構想を経済財政諮問会議でまとめて打ち出したんです

岡村） 

いですよ。 

牧） 

う方々が今後退職して地域コミュニティに帰ってこられるんですね。 

岡村） 

 今までの

いわゆる町内会っていう町会活動につながっていまして、ここでゴミの分別収集とか防犯

活動とか、いろんなことをお願いしてやっているんです。川口っていうのは、今までは腰

掛的な人が多かったんですが、そういう中で新しい人がどんどん入って、マンション住人

も定住性の強い住民がずいぶん増えてきたんですね。そこに腰掛けじゃなくて、一生住も

うということになると、なんとなくわが街のことも考えてみようかというような思いの方

が増えてきて、そこで様々な取組みが進むんですね。川口市の町会組織っていうのは、こ

れは目立ちませんけど、全国に誇れる組織だと思いますよ。川口市は、広報川口なんてい

うのは、全部町会を通じて手配りで配ってもらっているんですよ。新聞の折込なんかにし

ないで。地域の防災リーダなんていうのも町会単位で作ってもらって、そこで防災訓練と

かいろいろやってもらって、その人たちが地域の人たちに防災訓練をさらに指導してやる

と。いろんなことをやっていますよ。 

 

（

 実は、

が、私はそこで委員をやっていました。そこで、課題になっていたのが、東京近郊の都市

の団塊の世代の方々、これが非常に多いんですね。多摩ニュータウンもそうですけど。当

時、所得があって、住宅を買った人たちが、今、税金を払っているんです。年功序列で高

い税金を払っている方々が今度は、一挙に年金生活に入られる。あと 10年、20年で、ガラ

っと変わると思うんですね。今までずっと会社に通っておられた方が、地域コミュニティ

でどう自分の生きがいを見つけたり、地域経営に参画していったりするのか。これは大き

な課題なんじゃないかと考えているんですが、川口市でもおそらく、割と団塊の世代の方

が多いんじゃないでしょうか。 

 

（

 ええ、多

 

（

 こうい

 

（
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 だから、そこで、奥さんは、日ごろ隣近所との付き合いとか、ダンスの講習会だなんだ

牧） 

そういうふうに ICT を活用したい、というのが我々の思いです。今、駅前に新し

岡村） 

、50 万冊規模の図書館と映像情報メディアセンターになります。いろんな話に

と行っていますけど、ご主人はそこで、まったくコミュニティに溶け込めないというのが

あって。堺屋太一さんがよく言うんですけど、いわゆるコミュニティのありようっていう

のは、まず血縁社会だと。それが、日本は農耕民族だから、地縁社会になって、で、太平

洋戦争が終わって、サラリーマン層が増えて、職が縁の職縁社会になったと。ところが、

それが、終身雇用制も崩れ始めてきたり、そういった人たちが退職をすると。そこでやっ

ぱり職縁社会から好縁社会、好きなことをやることが縁でコミュニティが形成される。こ

の 4 分類を彼は言っているんですけれども、まさにこの好縁社会の主たる活動がボランテ

ィアだと言っているわけですよね。高度な知識や技術を持った人たちが、しかもまだまだ

会社を辞めても体力的にも問題ない。そういう人たちをいかに地域に貢献できるような活

動に参画してもらうか、そういうことをどうやって、我々がコーディネートしていくか。

そういうのはすごく大事なことなんじゃないかと思いますけどね。さっき言った社会貢献

欲求というのと、市民の皆さんのもう一つ大きな欲求である知的欲求という、学びたいと

いう、いいものを見たい聞きたい触れたいという、そういうので、リリアなんかも成功し

ている例なんですが。私自身が川口市民第九を歌う会っていうのを、リリアが平成 2 年に

完成したときに、地域の文化活動をここでやる、で、単に貸館業務では意味がない、文化

活動の拠点のようにしなければいけないんじゃないか、ということで作って、作りっぱな

しだったんですけど、市長になった 8 年前に、打ち上げのときに歌え歌えって言われちゃ

って、そこから歌い始めたんですよ。僕も第九を、もう 6 回歌っているんですけど。なか

なかいい指揮者もいるんですよ。そういったところにも、第一線を辞めたシルバーグレイ

の人たちが、結構参加してくれていますよ。だから、そういう様々な自己実現の欲求を満

たす場とかチャンスとか可能性とか、それがどれだけこの街にあるか、ということが、や

はりいい街のひとつのバロメータになると。そういうものをどれだけ提供できるか、そう

いったところにネット社会のいい意味での活用性があるのではないかと。 

 

（

 ぜひ、

く施設を建設されていますね。 

 

（

 あそこは

飛んでしまいますが、21 世紀は情報と映像の世紀っていいますけど、スキップシティがで

きて、今、映像関連の集積でしたらたぶん、スキップシティは国内では最大・最先端だと

思いますが、それをかみ合わせて、図書館といえば文字による学習ですが、それに合わせ

て映像による学習の場も作りたいと思っております。それからスキップシティというのは

映像と合わせて、中小企業の物作りと新製品、新技術を作るための応援をする施設にしよ
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うとやっているんですが、ICT産業っていうのが、さらに成長してくるとそこからさまざま

な産業が発生してくるということにもなるでしょうし、電子自治体化していって、そうい

う産業を支援するっていうことが、新たな産業の活性化にもつながっていくだろうと、そ

ういう思いでいますけれどもね。 

 

（牧） 

う意味では、ちょっと話がずれますけど、以前私が島根県で商工部門の課長をや

岡村） 

新製品、物作りって言いましたけど、そういった意味でいえば、知的製品とい

牧） 

り継続ですよね。 

 そうい

っていたときに、島根県知事とアメリカに産業視察に行ったんです。ボストンでは、「これ

からは、映画産業だ。」と言っていましたね。インターネット社会がどんどん広がってくる

と、1つ良いものを作れば、全世界で商売になるんですよね。それだけ、世界の人たちに受

け入れられるコンテンツ、映画なら映画を作るとか、いい音楽を作るとか、こういう産業

が一番、これから伸びるんだ、と言っておられました。そういう意味では、ビジュアル関

係の基盤があると大きいでしょう。 

 

（

 いわゆる

うか文化製品というか、そういったことになるんでしょうけどね。川口市も今年で 2 回目

のデジタル映画を対象にした映画祭っていうのをやっていて、これは世界で川口市だけな

んですよ。ジョージ・ルーカスが 2000年にスターウォーズ エピソード IIを撮って、翌年

上映しましたけれども、ルーカスは、「自分はもう、フィルムで映画を撮ることはないだろ

う。」と宣言しています。だからまさに、無声映画から有声映画になって白黒からカラーに

なった、これが第一次・第二次革命って言われていますが、まさにデジタル映画、フィル

ムを使わないで映画を撮るのを第三次革命と盛んに言われていますけれども、それが主流

になるだろうと。その魁をスキップシティでやっていこうと。今、ソニーもいろいろ応援

してくれていて、去年は第 1回でしたけれども、35か国から約 600本の映画が。ただ、質

のいい映画っていうのは非常に少なかったですよ。見るに耐えないというようなものもあ

りましたけど。で、今年は短編は国内に絞って、それで 25か国 200本近い映画が集まりま

したけれども、格段に 1年で質もよくなりました。で、ソニーが一等賞に 1,500万かな。や

っぱりお金出さないとダメですね。賞金だして。川口市は、川口市民賞っていって、単に

映画だけじゃなくて、有意義な人材の育成っていうのも大きな目的ですから、短編映画に

最優秀 200 万かな、準最優秀に 100 万出してやっているんですが。だから僕は最低 10 年、

10 回やって、何とか日本を代表する映画祭に育てたいと。やっぱりこういう中から第二の

黒澤明とか、ルーカス、スピルバーグを出したいと。 

 

（

 やっぱ
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（岡村） 

10 年、最低 10 回でしょうね。ただ、去年やって認知度っていうのは、一気に

牧） 

話が終わった後にスキップシティも見せていただくことになっています。 

岡村） 

てきてください。なんだったら、NHK アーカイブも見てください。すごいです

牧） 

う意味では、我々としても、広く地域全体にも影響が及ぶようなデジタル技術だ

 やっぱり

高まりましたね。『ピンポン』っていう映画を撮った曽利文彦さんていう監督がいるんです

よ。その人のシンポジウム、講演をやったんですよ。第 1 回は去年なんですけど。そうし

たら本当に若い大学生とか二十代の男女が大学ノートにメモを取りながら曽利さんの講演

を聴いていましたよ。だいたい講演会なんていうのは、半分は寝ているのが普通ですけど、

ものすごく熱心ですよ。だからやってよかったな、って思いました。今年は上映作品に本

広克行さん、『踊る大捜査線』を撮った。彼の『サマータイムマシンブルース』っていうの

を上映したんですよ。なかなか面白い作品ですよ。早稲田大学の芸術学校も３年前、誘致

しまして、これも大変だったんですけど。今年で 3 年だから、第 1 期生が来年の 3 月に卒

業するんですよ。だから、どういうところに就職できるかっていうのが一番大事なところ

で。これでいいところに就職できれば、それでまたその人たちが活躍すれば、さらにこの

芸術学校のレベルが上がっていくんじゃないですかね。だから、がんばれ、って言ってい

るんですけど。そんなことも手がけてきましたけどね。ネット社会っていうと集団自殺だ

なんだって、いいニュースも聞かれませんけど、やっぱりいい方向に活用していくってい

うことが大事なことなんだと思いますけどね。 

 

（

 このお

 

（

 ぜひ行っ

よ。最高 160 万本分のキャパシティがあるんですよ。それを全部デジタル処理して、スト

ックしておくんです。川口が NHK で放映されたニュースですとかが 1000 本近くあるんで

す。1chや 3chで紹介されたりしたものを一括して、駅前の図書館からパチパチっとボタン

を押せば、すぐにそこで川口の過去の歴史が映像で見られるんです。そういうものもスト

ックしておきたいと思っていまして。それも今、一生懸命やっています。子育てが今大変

な問題になっていますけど、一人で家でテレビ見ているんじゃだめなんですよ。やっぱり

何人かが集団で、同じ痛みを持っている人たちが集まって、テレビを見ながら子育ての勉

強をするとか、そういうこともやりたいと思っています。いろんな意味で活用方法がある

だろうと。 

 

（

 そうい

とか ITの活用ですとか、勉強させていただきますし、できれば川口市にとどまらず、全国
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的にこういう動きが広がるようにしていきたいと思っております。 

 

（岡村） 

よね。いいものは自分のところだけで囲い込むんじゃなくて、どんどん広がる

牧） 

市長さんが多いですよね。 

岡村） 

ね。僕も元気だったんですけど、もう 8 年経っちゃいましたから。早いもので

牧） 

、業務・システムの改革ということで、現場の皆様にご協力いただきますけれど

岡村） 

、トップダウンじゃいけないんですよ。ボトムアップじゃなければ。 

牧） 

すね。でも、原課の方々に横を向かれては大変ですから。やっぱり全体があって、

岡村） 

ね。ぜひ、ご指導を。 

 そうです

ってことが大事ですし、我々も他の自治体のいいことがあれば、どんどんそれを取り入れ

たい。僕なんかは、全国青年市長会とか改革の灯を消すな市長の会とか、なんだかいろん

な市長会に入っていますけど。稲門市長会とか。けっこういい刺激にもなりますよ。 

 

（

 元気な

 

（

 そうです

ね。でもやっぱり時代の変化っていうのはすごいものだな、と感じますよね。本当に 8 年

前は、FAX を公開するってだけで、ものすごい記事になったんですから。IT の「あ」の字

もなかったんですからね。だからすごい変化だな、って思いますよ。その変化っていうの

をやっぱり、いかに行政も対応しかつ先取りしていくか、それがやっぱり大事なことだと

思いますけどね。 

 

（

 今回は

も、全国のモデルになるようなものを作りたいと思っておりますので、ぜひ市長さんのト

ップダウンで。 

 

（

 いやいや

 

（

 そうで

業務があってのシステムですので、情報担当者だけがやるんじゃなくて、現場の人たちの

協力も得て、きちんとした業務の見直しと一体の形でシステムを改革していきたいと思っ

ています。 

 

（

 そうです
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（牧） 

こそ、お世話になります。 

きまして、ありがとうございました。 

 こちら

 本日はお忙しい中、お時間をいただ
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